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鐡 厳しく荒れる冬の北大西洋、

船乗りを冷たい北風から

守りつづけたダッフルコート。

】まに伝えるグロヴァーオール

る実用防寒外套の逸品です6

英国の温かい伝統
（
）グロヴァーオールタツフルコート

樵淵椴吊NAL
アソシエイテツドインターナシヨナル株式会社■〒107束東都港IX間l‘fIll2I~112－81)Fビル5F・I〕I-I()NE:(03)3479-3311FACSIMILE：(03)3479-3315
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NORC

Mﾝズｶｯプ選手権･ﾖﾂﾃｲﾝグｼﾘーズ1993
大西宗元

トンの闘いになるものと予想された

が..…．結局，第2レースはノーレ

ースとなり，2日目の2本のソーセ

ージコースがこのシリーズの運命を

分けるレースとなった。

1日をおいて25日，風は次第に高

まりスタート時にはブローで15～16

ktにアップ｡し，葺蓋湖には珍しく安

定した北西が吹きつづけた。第1レ

ースで掘洋のスピードを披露した"ア

グネス”は精|旱さに欠け，中盤に蹴

落されてしまう。変わって名乗りを

上げたのは，柄澤が乗る“アルファ

マリン”（ジヤヌー35ワンデザイン）

と，西岡が乗る"イピザ”（ジャヌー

36.5）が総合て鰯1位2位を，3位に

はミニトンの“ポワソンルージュ”

ヘインズカップ事務局NORC近畿北陸支部

へ本年で3回目を数える通称「ヘイ－ス，ソーセージコースがスタート
ンズカッフ｡｣。YachtingTrophyした。いつもどおり琵琶湖特有の振

Raceを含めると8回となる。そもそれ回る強弱の風に悩まされながらの

も，このレースの発祥は，お祭り的展開は，参加艇もさることながら，

なファミリー要素をふんだんに取り運営側も苦労を強いられてしまう。

入れたフェスティバルを，ダイワポ安定した風を待つことl時間30分，

ウアパレル株式会社「Hanes」の協ゼオ､ラルリコールを繰り返しながら

賛を得て,NORC近畿北陸支部が13時30分，微風の中全艇ウエザーマ

主催するに至り琵琶湖において初の－クに向かった。飛び出したのはヤ

本格シリーズレース（ミニトンは以マハ31Sの3艇,高桑が乗る"ファイ

前から盛んに開催されていたが）とアーバード”が終始リードを続ける

なった。レースはシリーズレースとが，最後の最後に思わぬ風の振れで

オープンクラスの2本立てで開催さ同型艇の“アク等ｵ､ス”に10秒の遅れ

れ，オーフ。ンレースは「ヘインズをとってしまった｡総合て癖,“アグオ、

YachtingTrophy｣としてそのままス;'2位にはミニトンの"DOOBIE",
繩涜されている。3位には"フアイアーバード，'が入り，
9月23日，雨天の開会式後第1しこのシリーズの行方はY-31Sとミ二
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がくらいつき,“ファイアーバード”

がその後につづいた。

第4レースには風も少し上がり，

琵琶湖らしくないレース展開となり，

本来の実力艇が上位に姿を見せはじ

めた。ブローで20kt,何度目かのゼ

オ､リコ後,“アルファマリン"，“イピ

ザ"，“ファイアーバード”に続いて，

飛内がヘルムを務める,“リザーブ”

(YR302)がクラス2ながら上位を

ピッタリマークした。このレースを

終え，順位はすっかり入れ替わり，

総合トップ･に"アルファマリン"’2

位に"ファイアーバード",“ポワソン

ルージュ"，“リザーブ"，“イヒ響ザ'，が

続いた。クラス別では，クラス2の

トップ。は“リザーブ"，クラス3は

"SAYUTO''(Y-232)クラス4は

“ポワソンルージュ”がそれぞれ最

高位をキープし最終第5レースに望

んだ。

最終日の26日，シリーズ，オープ

ン合わせて112艇力荻い琵琶湖南湖の

9マイルを競い合う，このレースに

はオープン，シリーズ共通のファー

ストホーム賞が賭けられ，この名誉

の為にだけの参加艇も数えられる。

レースは比較的安定した風域の中，

9マイル先の最後のマークをめざし

て112艇がスタートした｡レースは終

始"噂‘アルファ”がリードし，その直

後に"リザーブ"，“イビザ"，“ファイ

アーバード"，“オリーブ"，がフリー

トをリードし,“ポワソンルージュ”

はミニトンながら，総合の座を充分

に狙えるハーフトナーの艇団にまざ

り健闘している。“リザーブ"は同ク

ラス艇を全く寄せ付けず，ましてク

ラス1のトップ。を脅かすスピードを

見せつけている。ピッグレース常勝

の"イヒ響ザ"は，今回どうしても“ア

ルファ”のスピードに勝てず，最後

まで“アルファ”の後塵を拝まされ

てしまった。このシリーズ最高のレ

ース運びをする“ファイアーバード”

は中盤，少し遅れ総合優勝の座から

後退,形では見えない修正時間の"ア

ルファ”と“ポワソン～”の一騎討

ちとなるが,両艇走り続け，“ポワソ

ン”がこのレースをものにするが，

“アルファ”も2位に付け，乗りに

乗った“アルファマリン”が，その

ファーストホームと，3回目の総合

優勝を手中に納めた｡3位争いは"フ

ァイアーバード'，,“リザーブ",“イビ

ザ"，“オリーブ”の3艇に絞られた

が,徐々にスピードをましてきた"リ

ザーブ”力着順で4位，着順5位の

“ファイアーバード”に82秒の差を

付けることに成功し，その82秒の中

に3艇が入り込み，総合点が“リザ

ーブ",“ファイアーバード"が同点と

なり，総合3位を分かち合った。

今，琵琶湖が徐々に大きく変貌を

告げている。ミニトンワールドにも

出場したIOR艇“クリーク”を始

:‘撃鰐･ず翌'易割ﾄー、
"DOOBIE'',"AKAVIT'',ハーフ

トナーでは，琵琶湖に留まらず，国

内の主レースに顔を見せる,"サンタ

グリーン",“リザーブ"が共に好成績

を納め，そのレースノウハウを琵琶

湖に持ち帰っている。3年前までは，

NORCの名もおぼろげなセイラー

が現在,｢Hanescup｣を機に艇の登

録新会員へと発展している。更に

ここにきて，はじめてレーテイング

についても各艇真剣に考えはじめ

た。今まて、，琵琶湖は主に楽しむた

めのヨットレース（レースと呼べな

いが）を行ってきたが，また違う意

味の楽しみ方を理解しはじめた気が

する。
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総合成績Hanescup'93
最終’

一言、弓

杵五P'"

評

艇圏ご諏名’
4－蛎偽‘‘

一雷ｪ. ’
第3レース第4

順位順

第1レース

順』位

-ス第5レー〕

位順位

4レー 5レース
総得点SAIクラス IL 町冠

順位 位

I|47471ALFAMARINE］ 1 1 158.5008 2

2 1V 3950 POISSONROUGE ６ ５ 1 155.875３

I 3556 FIREBIRD ３ 3 ７ 150.500３ 4

ワ

｡ II 4259 RESERVE 150.5007 5 4
の

ひ

5 3792 IBIZA ２ I 146.000I 15 2

6 I 4933 OLIVE5 13 8 5 138.5004

I 5001 AGNES 1 14 I0 8 134.250７

1V 12 132.0004155 DOOBIE ７ 128 ２

ー
、9 9 126.500I 4608 NOSIDE 16 78

安清丸3678 12 13 11 124.50010 II ５

11 3737 SANTAGREEN 11
ユユ 6 14 14 119.00011

9NoahExpress 10
T庁

土イ 112.50012 1I 4()80 14

BOUGA 6 15 105.50013 I 4780 22 15

15 10 104.00017ADRIAN 20I 410514

13 101.500FRONTRUNNER 11 22I 1195
1房

-1イ15

18 100.000BACCHUS 18 9 1716 11 5134

99｡00019 16SEABLUESV 10 19I 451317

86．000ワワ
ムI 628 21II 3337 SCOOT18

23 84.5()01125 161Q
L4ノ I 2833 SUPEREROS

83.00020 20STRAWBERRY 13 2520 II 2847

28 80.00024 161V AKVAVIT 921 3300

18 24 76.000ⅡI 3969 SAYUTO ワ1
ムェ 20ワワ

/』／』

22 76.00001
台入12 291V SUPERHERO22 342

ｌ
０
ｌ
０
ｌ

へ
68．50024 25AMABENGERII 19

の、

ムムI 465524
ｰ

59．0003218 23ワq
gJII 4022 HYSTERICKIDS25

58.50029 1932 2326 II 592 AUSPICE

52.500212530 32ワワ
と『 1I1 4809 ILBOC

42．50026 ワQ
合､ノ281I1 SOLLENANDES 3］28 4426

39．5003326 26 30NONNON29 II 5147

34 27 38.500341I1 3971 MICHIKO 2430

35．00031 30，Q
どV 31ⅡI A.M.Heart31 4415

31.00033 26RACOON DSQ 30IIII491832

大地 3().50028 35つ9
JJ 27II 449233

35 31 29．50033ワワ
白イI 4446 Tracer34

34 12．000
n房

｡イ 361V 4854 LADYBEETLE 3535

qワ
J全 37 11．50036GGTOP 3636 4937I

11.00037 3634 35PAMAHI37 I 4975

＊第｜～第4レースの得点は，｜位＝参加艇数の数プラス0.25。2位＝参加艇数マイナス｜，以下3位＝マイナス2，4位＝マイナス3｡DSQは0点

第5レースの得点はその|､5倍。
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第 9 ﾚー ｽーィ回小名浜･大洗間外洋ヨット
一

いわきフリートキヤプテン実行委員長岡山

しま国体ヨット会ら，北東の風3～6m,波高1.5～2

寿
丞ス"，“ノバ"，“ヒミコグレース"が順
次フィニッシュ，トップ。フィニツシ

ュの“シーズン”はスタート時のリ

コールを解消せずのままの帆走のた

め失格，“ウォーゲームス"が2年連

続のファーストホームに輝いた。

今回のレースよりNORC会員が

1名以上乗艇，マリンVHFの運用
へ

を参加資格とした。（今後,会員の尹，

艇率をアップ。していくつもり）

トップ艇12:00(所要時間6H),最

終艇13:51(7H51M)フイニツシユ

と早い展開で小型艇有利のままレー

スが終了しました。

平成7年，ふくしま国体ヨット会ら，北東の風3～6m,波高1.5～2

場になる，来春オープン予定のいわmのまずまずのコンディション，オ

き市小名浜サンマリーナに出場艇を－う°ン参加を含めて26艇が出艇し

係留してもらい,9月l1日(土)17:00た｡6:00のスタートからフィニッシュ

より前夜祭会場の式場「パレスいわまでスピンランの40マイル｡"ウォー

き』にて艇長会議引き続いて18:00ケームス"(VD40)"シーズン"(BNT

より130名からの参加者による前夜祭ヨーロッパ)"バイプレイヤー"(DUB

を行った。福島県いわき市，茨城県-37）“ホライズン"(Y-34S)の大型

大洗町両助役，大会名誉副会長の前艇に“ノバ”（林-30）の5艇がトシ

運輸省第五港湾建設局長・新井洋一う。集団となるも，風がいまいち弱〈，

氏，常磐支部顧問の運輸省海上安全大型艇団が後続艇を引き離せず進行。

技術局長・戸田邦司氏等が御多忙中，トップ。を走っていた“パイプ。レイヤ

出席され賑やかに盛大なパーティと－”がスピンジャイブに失敗，ちよ

なった。うちんを作り遅れる。岸よりコース

9月12日（日）当日は曇り空ながをとった"シーズン",“ウォーケーム

順
位
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１
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３
－
４
－
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ｌ
７
－
８
－
９
ｌ
ｍ
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ｎ
万
二
週
一
竺
鴫
一
里
互
里
珀
一
別
一
皿
一
理
一
型
型

着
順
－
７
’
３
’
２
｜
Ⅳ
｜
皿
一
喝
－
６
’
９
’
１
｜
Ⅱ
｜
皿
一
肥
一
過
一
巧
一
４
’
８
｜
別
一
別
一
四
一
羽
一
吃
－
５
｜
躯

修正時間

CT(S)

レーラインク

CR

アローワンス

TA(II)

フィニッシュ

タイム
艇名 艇種 セールNo.

エッグフ｡ラン|、 J-24

PIO-10.II

HA-30

VAB－300

J-24

J-24

EV-30

VDF-30

VD40

YOK-30

U-30

K-30

Y－33

YOK-32

Y-34S

DUB-37

JAN-28

STM-33

P-30

Y-33

CEL-32

SAI-48

P-42

BNT-37

3587

1313

3699

8254

4054

4068

3627

3630

4873

4337

4178

2946

2401

4898

5016

5006

5141

3644

4881

4157

4899

５
０
０
０
５
５
０
５
５
５
０
０
５
０
５
５
５
５
５
５
５
０
５
５

２
０
６
１
２
２
９
６
３
９
０
４
０
１
１
３
０
０
６
６
０
３
７
９

６
７
７
６
６
６
６
６
９
６
７
６
７
７
８
８
６
６
６
６
７
０
９
８

１

12.45.42 “
｜
肥
一
知
一
岬
一
即
一
“
｜
師
一
恥
一
弥
一
晒
一
肥
一
噸
一
ｍ
一
ｍ
｜
師
一
即
一
卸
一
卸
一
晒
一
恥
一
皿
一
砺
一
却
一
知

－1，298

-1,128

－1．049

－954

－743

－646

－536

-5261~
－85

－31

14

85

589

594

639

1，563

1,604

1．604

2，260

3，234

3，829
『ーrー可

b，001

6，584

ヒミコク､､レース

ノノャ

２
１
５
５
９
７
２
１
２
２
１
１

ヨットマン

ミルキーウェイ

ニ合半

12．5606

12．54.57

12.56.34

12,42．24

12．48．34

12．02．35

12．49.29

12.48.54

13.04.45

12．57．09

12.56．34

12.35.19

12．46．43

13.40．04

13．40．04

13．35．00

13.51.14

13.51.09

13.39.11

13,47．44

PMS

アスガードIⅡ

シーガル

ウォーゲームス

レオ

銅
一
津

ヴィーナス

ォ､オバンテ

ホライズン

バィフ。レイヤーVI

ストローバリー

松風

エクセルシオールV

ディバージョン

アルバトロスII

P

オケラⅥI

ウェーブ

シーズン 3804
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●第31回小網代カップレース成績
実施日1993/11/20スタート10:00:00距離65海里

レース委員長：長谷川孝男レース副委員長：国方成一
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口
１
‐
卜
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唖
軋
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》
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縄
、
癖
‐
ゞ
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、
》
恥
蝿
浄
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詐

發
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鍵
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恥
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“
酔
露
寺
、
酔
い

，
‐
間
（
一
、
）
、
郡
．
寵
評

ゞ
順
、
位

E－T

RT:ITA

位

1 小板橋博行 13:35:00 4207812615321:41:183387 BASIC YOK-28 21.5821.581245

硲俊弘 42476 27851９
’
８
－
皿

14:10:00RIPPLEIII YOK-30 23．25 21：47：562252 3308

"P3 杉村直樹あずさ 21:42:32 14：37：00 42152 28502YOK-33 24．60 21(）2221

梅本寛 35006シャドウ 22：29：11 14:05:00 44951BRN-40 311611534040’4
Fr由

＊騨一

山 田隆 FAR-40 RETBOY 30．67 1563606

戸田宏 YOK-31 ”､52 233 RETSONNBLUME3501

＊パフォーマンスカーブ／オーシャンレーシングコース／リアルスクラッチIMSクラス

雛

高城昌彦 31325 30406 １
’
２
’
３

13:05:0018:42:05FAR 567.8DREAMPIC１
’
２

1722

神保和也 32613 31460しょうが〈坊 13:20:00573．5 19:03:33HIK1579

32649 31651増田順一 19:04:09 12：55：00タートルV ELIOT 570.83 4737

石原'|真太郎 13:06:00 33497 32831 519:18:17556.5コンテッサX FRE-48188

号 大口眞司 33006 33006 119:10:06 13:15:00ロシナンテ9 BEN 550.24444

合田耕平 594.5 RETTYL-434700 し､一ワンー

森正人 RETYOK950 664.44417 APHROS

＊風域ⅢCRクラス

6

10

藤村真示 39972 279221:06:12 14:10:00〈ろしお1V SWG-34 8．25 572１
’
２

2690

楳田敏雄 42547 5367アリアドオ､7 14:10:0021：49：()78．25 572SWG-342662

10979112市原恭夫 4867715:08:00580 23:31:17Y-31S 8．05イー、､ノー
I／38023

13373岩田禎夫 47498 1314:46:00マウピティ 23：11：38FRE－38 9．65 52514654

高原俊弥 RET8.05 580T-301ZETA124919

l1l科誠 RET5239．70FRENCHmSS X-4023768
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｢'94コルム･ジヤパンカッブ｣開催要項抜粋

1．レガッタ・タイトル

相模湾ゴールデンウィークシリーズ

CORUMJAPANCUP外洋ヨット選手権シリーズ

1994

(:l::鷆誹雲霞鍼選手権ｼM_JJ
2．主催

(社)日本外洋帆走協会

3．主管

'94CORUMJAPANCUP実行委員会

/NORC関東支部

4．特別協賛・タイトルスポンサー：

CORUM/日本タイマート株式会社

5．主要大会役員

大会名誉会長加藤忠男(日本タイマート株式会社社長）

大会会長並木茂士(理事/'92JC実行委員長）

実行委員長児玉萬平(理事／'94準備委員長）

6．日程

インショア3本，ショートディスタンス1本，ショート

オフショア1本，ロングオフショア1本の計6レースに

てシリーズを構成する。

'94年4月23H(i:)インスペクション，ラジオチェック

24日(日）〃〃

28日附20:00スキッパーズミーティング

／前夜祭

29日（金)09:00開会式

12:00第1レース(インショア）

30日(t)11:00第2レース(ショートオフショア）

5月1日（日)16:00JCウェルカムパーティ

2日（月)10:00第3レース（インショア）

13:00第4レース（〃）

18:00CORUMパーティ

3日㈹未定第5レース(シヨートデイスタンス）

JCミドル合同レース

4日㈹10:00第6レース(ロングオフショア）

14日(土）16:00表彰式

7．参加艇の制限：（暫定但し'93年度更新済みレー

テインク証書による）

IOR艇:45.00～20.00(F)

IMS艇:550.0～680.0(S/GPH)

8．安全規定：（暫定）

Aグループ

A-Iグループ

Bグループ

レーフーィング('93）

IOR

IMS

IOR

30.56(f)以上～

550～611.9GPH

30､OO～30.55(f)

IOR20.00～25.99(f)

IMS612.0～629.9GPH

坊ゴ欝簾■昌弘
特別規定：ライフラフト，

VHForTEL

Aグループ○に同じ

Cグループ|IMS630.0～680.0GPHIAグループ'二同上

9．クラス分け：

・エントリー状況にて決定するが，前項の通りIOR最

大2クラス(A/A-I,B),IMS最大3クラス

(A,B,C)を予定とする。

．ただしA－Iグループはワントン全日本を兼ねるため，

単独グループによるスタートを行う。

10.ミドルボート艇に関する特別条項(ダブルエントリー）：

ほぼ同時期にミドルポートを対象とするタカキューカッ

プが，別海面コースて､はあるがJCと同樹目模湾ゴール

デンウイークシリーズの一環として開催される。JC委

員会としてはﾐドﾙポー ﾄ艇に限り,両ﾚガｯﾀの友#今
を深めるため又両レガッタ参加を促進するため，相互乗

り入れ方式を採用する。ジャパンカッフ。にエントリーを

希望するミドルポート艇つまりIORクラスBグループ

艇(レーテイング20.00～25.99f),IMSクラスCグルー

プ艇（'93年度更新済みレーテインク証書GPH630.0以

上）に関し次の特別条項をプラスする。

l)当該艇は，決められたタカキューカッフ･シリーズの

インショアレース（4／29～5／1）4レースのう

ちの3レース（後述）に出場すること。（ダブルエン

トリー）

2）合わせて当該艇はJCの第3レース(5/2)及び

第5レース(JC・ミドル共通のショートディスタ

ンスレース)，第6レース（ロングオフショア）に出

場すること。（ダブルエントリー）

3）当該艇については前項l)のうちのインショアレー

スのハイスコア3レース（全4レースに捨てレース
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を1レース含む)及び，前項2)の3レース計6レー

スのトータル成續にてジヤパンカッフ･ランキングを

決定する。

4）当該艇の適用規則（ルールとレギュレーション）は

原則としてJCに準じることとする。

5）刻犬におけるタカキューカッフ･選手権シリーズ日程

（全5戦）

4月29日（金）第1インショアレース

30日(土）第2〃

第3〃

5月1H(日）第4〃

3日（火）ショートディスタンスレース／表彰式

6）その他の細部についてはタカキューカッフ。実行委員

会と協議決定する。

~1.指定係泊地:(予定）
ワントンクラス艇…シーポニアマリーナ

その他の艇･･･………シーポニアマリーナ／油壺湾特別泊

地／三崎マリン

12．エントリー締切：

1994年3月31日（水）

13．レースコース：（予定）

インショア･……･･………佐島沖

ショートディスタンス…タカキューカッフ･コース（コー

ス海面は未定）と同一とする

オフショア………………下表の通り

ｴ円戎5年12月20日

NORC関東支部代議員･被選挙権者殿

NORC関東支部支部長

NORC関東支部選挙管理委員長

公告

並木茂士

大石巖

平成5年12月31日をもってNORC本部理事の任

期が満了します。次期理事の候補として関東支部よ

り14名の候補者（すでにこの内3名は規約により正

副支部長に決定ずみ）を選出することになりますの

で，之の選挙を行います。また，同時に，関東支部

代議員会選出常任委員（関東支部執行部）および監

事に各1名の欠員がありますので，之の補欠選挙を

行います。これらの選挙は関東支部代議員会におい

て諸繩1にもとずき次のとおり行います。

1．告示の期日平成6年1月13日

2．選挙の期日

平成6年2月12日(土)開催の関東支部代議員会

3．選挙の場所

決定次第，関東支部代議員に通知します。

4．選挙権者

関東支部代議員(選挙では委任は認められません）

5．選挙の定数

A関東支部代議員会選出常任委員（執行部）1名

B関東支部監事1名

C関東支部選出NORC本部理事候補者11名

6．関東支部入会後2年を経過する会員は候補者と

なることができます。立候補・推薦候補者の届

出にあたっては,A･Bについては「関東支部

代議員会選出常任委員および監事選出細則」第

4条Cについては「関東支部選出本部理事お

よび監事候補者選出細則」第4条に準拠した書

類をそれぞれ必要とします。

7．立候補･推薦候補者の届出日および届出締切時間

平成6年1月13日より平成6年1月28日午後5時まで

8．届出の場所NORC関東支部事務局

以上

’ショートオフｼｮｱﾚー ｽ,コース｜ﾛﾝグｵﾌｼｮｱﾚー ｽ'ｺース

小網代～初島(U.C)~

神津島(UC.)～新島(東

側)～大島(西{1ll)～小網代

135マイル

小網代～風早マーク(C)~

初島(C)～小網代

68マイル

Aグループ

A-Iグループ

聖グﾙーﾌ゚
Jグループ｡

’

小網代～初島(U.C.)~

f'1Ej(U.C.)～小網代

100マイル

小網代～風早マーク(C)~

小網代50マイル

14．エントリーフイー：（予定）

IORクラスAグループ｡¥100,000.

Bク令ループ¥80,000.(タカキューｶｯブ含み）

IMSクラスAグループ｡¥100,000.

Bグループ｡¥80,000.

Cグループ¥70,000.(タカｷﾕー ｶﾂ含み）

＊個別広告表示（カテゴリーB)艇は2.0倍。

15．実施要項：

1994年1月中ｲ1j'ﾉじ成予定

16．問い合わせ先：

．，94コルムジヤパンカツフ事務局TELO3(3404)6172

FAXO3(3404)8287

･NORC本部事務局TELO3(3504)1911

FAXO3(3504)1914

4
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関東支部からのお知らせ

94年度・関東支部
CRの運用方法

11月ll-l開催関東支部常任委員会にて下記の通り方針

が決定しました。

1.HSC(ハイスピードコレクション）の適用

’93年度て●一部実施したルール3.印頁目にもとづ<CR

の目的に合わない艇種（クラス）へのHSC適用を

’94年度は関東支部主催の全レースに適用する。

1.1CRの目的に合わない艇種とは

①CRによるハンディキャップ．以上に速く走ること

ができる艇

②IOR/IMSのレーサーを目的にデザインされ

た艇

③レースを目的としてデザインされたワンデザイン

クラス艇

④内装などがクルーザーとしてふさわしくない艇

⑤使用材質がIMSルールに合わない艇

｡亟端なルール対策を行っている艇

1.2具体的な艇種および運行

･ELT935(エリオット),IMS950/1030(ツポ

イ),YR9.51MS(YAMAHA)他YAMAHAの

IMS/IORレーサー,NEWSIMS9.5(ｵ､ルソンマ

レック),FSTClassChallenge(ベネトウ),カー
ポンハル艇

・上記について,HSC=10を各レース毎に付与す

る。

・艇種の追加,HSC値の見直しは必要に応じてC

R委員会で検討し，常任委員会／帆走委員会へ提

出する。

・全国連絡会議でHSCの統一が図られた艇種C

R証書にHSCを参入する。

2．CRの計則受付について

CRの計測申込を受けた時点で艇種デザイナー等

を確認してCRの目的に合わない艇種の場合，でき

るだけIMSまたはIORのレーテインク、を取得し

てもらうようにお願いしている。

3．安全関係について

安全関係についてはCRクラスとして特例を設ける

必要はない。したがって安全委員会通信委員会お

よび帆走委員会の方針通りとする。

関東支部レースの

参加資格について

1.CRクラス

’92.'93の過去2年間に，支部レース参加資格の軽減

処置として行ってきた「支部レース特別規定」を解

除し,｢ORC特別規定」が参加条件となります。
一

関東支部レースの参加資格要件に合致した安全検型

が必要となりますので，各フリートの安全検査員と

の相談の上,'94レースシーズンに備えるようにお願

いします。

2．通信手段

ORCカテゴリー3は,'94から国際VHF(20W以

上）が義務化されます。しかし，国内では国際VH

Fの普及速度が非常に遅いため「支部レース特別規

定」を設けます。

'94．’95の2年間は，経過処置として｢VHF或いは

電話｣を通信手段とします。（八丈島レースを除く）

国際VHFの開局されていない艇の安全検査証には，

「関東支部限定｣とされます。（関東支部レース以外

のレースに参加する場合は要注意）

'94.'95の2年間で国際VHFの開局を,是非進めて

ください。

関東支部帆走委員会一

書き下ろし好評発売中ノ

江戸をつくった海の男たちの

フロンティア精神にみちた海洋時代長篇

r江戸の風』
著者：二宮隆雄

出版：講談社

7月20日を国民の祝日r海の日｣に

（社)日本外洋帆走協会
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座談会

‘‘事故の向こうに

見えてくるもの'，
一●グアムレース事故の海難審判から得られる教訓，そして今後の課題とは

出席者

・大儀見薫／事故調査ﾒ探委員会

・清水栄太郎／事故調査対策委員会

・古川保夫／事故調査対策委員会

・尾島裕太郎／事故調査丈様委員会

委員長NORC副会長

副委員長NORC専務理事

情報分析調査担当NORC理事

情報分析調査担当’92ジヤパンーグアムレース／レース委員長

日時：

場所：

司会：

1993年9月1日

NORC本部会議室

オフショア編集担当市川和彦

司会：まず，先日行われた海難審判にレース主催者側

の証人に立った大儀見副会長から，現在行われている審

判の経過について簡単に述べてください。

大儀見：皆さん，おおよそのことは新聞その他でお分か

ざのことと思う。〈マリンマリン>とくタカ>は,一応別々
D事故なのだが，海難審判庁からの要請もあって，結局，

両方並行審議ということになった。

このなかで，まず最初にそれぞれのオーナーが受審人と

して指名されることになるが，両オーナーはともに亡く

なられてしまっている。そのため，事故に関係したとい

う立場から，日本海洋技術専門学校とくタカ＞の佐野氏

が指定海難関係人として指名を受け，それぞれの審議の

対象とされている。

佐野氏の場合は特に大きな問題は出されていないが，日

本海洋技術専門学校からは，艇の事故原因とレースを主

催したNORCに関し，審議内容に対する反論が行われ

た。

〈マリンマリン＞の事故に関しては，海難審判庁がいろ

いろ調査をしたうえで「86年に座礁事件を起こし修理し

たが，簡単な点検をしただけでレースに参加した」こと

が大きな要因になったのではという見解が出された。

それに対し日本海洋技術専門学校側は，第一に，〈マリン

マリン＞の設計構造，製造過程に欠陥があったのではな

いか。第二に，最初に座礁事故を起こしたオーナーは別

の人で，その修理が完全ではなかったのではないかとの

旨を述べ，座礁事故後新たにオーナーとなった者が，

果たして前の座礁事故の修理の仕方について管理責任が

あったのでしょうかと反論。NORCに対しても，主催

者としてレースのやり方や安全ﾒ様について問題があっ

たのて、はないか，また，指定海難関係人として審査の対

象になっていないのはおかしいとの意見が出された。

海難審判庁は,NORCは直接的な事故原因に関係する

指定海難関係人としては見ておらず，私はNORCの主

催者側の証人ということて呼ばれていた。

このよう江ことは私も初めての経験だったので，審判庁

に行ってNORCの立場について説明することができる

のか少々不安もあった。

古川：前もって，どのような内容について証言しなけ

ればならないのか，具体的なｷ討簡はなかったのか。

大儀見；樹間は受けていないし，質問に答える形なら協

会の考え方はいくらでも言えるのではないかと考えてい

たので，質問の内容に関していろいろな想定をしていた

わけでもなかった。しかし実際の証言の際は，できるだ

け質問に答えてくださいとの要請があり，こちらの主張
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を述べる点では制約があった。

清水：話から伺えば日本海洋技術専門学校はオーナー

の立場で出廷している印象を受けるが，指定海難関係人

の立場なのでしょう。実質的なオーナーは，亡くなられ

た方だと思うが……。

大儀見:NORCの登録で､は，オーナーは亡くなられた

山村氏になっている。

清水：ところが，学校がオーナーと見なされているの

か？

大儀見：審議の上では，学校がそのような立場でとらえ

られている。

尾島：指定海難関係人ということで，佐野氏も日本海

洋技術専門学校も同じレベルで捉えられているとすれば，

事故の一番強い関係者ということだけで，この場合，受

審人となるオーナーの意味からは外れる。日本海洋技術

専門学校では，事故後，校内に救援本部を設けたが，こ

のあたりから立場上オーナーとしての認識が生まれたの

だろうか？ちょっとわかりにくい。

清水：受審人というのは被疑者でしよ？

大儀見：受審人は普通の裁判での被告の立場になる。

清水：だったら，オーナー責任は山村氏ということに

ならないか？

大儀見：海難審判では，被告に相当する受審人を指定し

て裁決になり，免許取り消し，業務停止，戒告といった

三段階の行政処分を決定する。また，受審人のいない場

合もあって，そのときは原因究明に必要な関係者を指定

海難関係人にして審議を詰める。

今回くマリンマリン＞の事故で問われていることは，保

守管理責任ということで，その対象とされるのは船長と

いうか，オーナーだ。

落水事故を別にすれば，〈マリンマリン>の事故の原因は

キールの脱落だけである。キールが脱落しているという

ことは，当然設計までたどって十分な強度があったかど

うかなどが問われるし，座礁したときの修理の問題が初

めてここで出てくることになる。いわゆるスキッパー責

任という問題て鰊はない。

今回起きたくマリンマリン＞とくタカ＞の事故は，両方

ともスキッパーのミスによって起きたわけて駁はなく，最

も重要な物的証拠である船体が沈んでしまっているので，

確証をあげられないが，構造的に問題があったからであ

る。片方は大した時化て鎮もないのに転覆したし，片方は

絶対外れるべきじゃないキールが外れてしまったのだか

ら……。

司会：日本海洋技術専門学校側は,NORCが指定海

難関係人になっていないのはおかしいと，理事官側に対

して反論していますが，この点についてはどうですか。

大儀見：レースに参加するときはオーナーの責任におい

て出場しますということで参加しているわけだが，事故

12

が起きたら責任はオーナーではないと海難審判で主張し

ている。

理事官側は，海上での事故責任は基本的にオーナー／ス

キッパー側で取るべきものという考えに立っている。

だけど，私が一番今度のことて､思ったのは，今まで艇長

とオーナーという言葉が，同義的に使われてきたという

ことに問題があるということだ。

今度のグアムレースで何が一番はっきりしたかというと，

オーナー自身がえらい責任を負うことになるということ。

事故を起こさないような，ちゃんとしたスキッパーを任

命する責任はオーナーにあるし，艇の建造段階から進水

して走るように唾ってからも，ずっとオーナーは責任を

持つ。

昔は,艇を造るにしても設計者や造船所といろいろな鬼
り取りが必要だった。そうしたう。ロセスのなかで，オー

ナーは自分の艇が出来るまて鹸に艇の構造やその航法など

を身につけることができた。

しかし，今て､､はカタログで買える時代になり，極端なこ

とを言えば雑誌かなんかで見た「この設計者の艇はすご

いのだ」といった情報をもとに，簡単にオーナーになる

ことが出来るようになってしまった。自分の艇の構造や

性格などを把握する必要も機会もないままオーナーにな

り，オーナーの責任というものも自然に薄らいでしまっ

ているのて､はないだろうか。

司会：一般の船の場合，事故があると船長と船主が責

任を問われるわけですけど，それがそっくりヨットに当

てはまるんだということて，すね。

大儀見：つまり，レースルールがある前にね，船緬去，

船舶安全法，船舶職員法などがあるわけ趣レースでス

タートする前に，すでに船主としての責任と力船長とし

ての責任がある。
へ

基本的に，第一番のポイントはそこにあった。だから，

スタートの5分前から艇や船主の責任の一部を，主催者

が「これから先，艇の運航管理の責任はレースの主催者

の方にあります」といって，これを委譲するう。ロセスが

あるのなら，レースの主催者責任というのは分かる。し

かし，それを委譲するどころかレースに出るかどうか，

あるいはリタイアすることも艇の責任で決めるというルー

ルがある以上，また日本の国の法律の建前から言ったっ

て，艇の運航管理の全責任は，レース中だろうがその前

後だろうが船主とその船主が指名した船長，スキッパー

にある。

司会：艇に関しては一般的な船舶の法律は当てはまっ

ているんですけれども，レースというか，艇を単純に走

らせる以外の部分に関して，今回の場合，責任をどうす

るんだというふうなことを被されてしまっているわけで

すね。

大儀見：これには翻訳上の問題もあろう。｢主催｣とは｢主



として事にあたる」と辞書には書いてある。しかしレー

スの場合，「主として事に当る｣のは出場艇であり，ヨッ

トクラブはレースを組織し，運営する，つまり「オーガ

ナイズ｣することになる。帆走指示書を書いたり，スター

トラインやフィニッシュラインを設定したりするわけだ。

古川：そのへんの主催とオーガナイズの関係というの

は，日本語に訳したら主催になってしまうね。

大儀見：では,他のスポーツ競技はどうなんだろうといっ

た場合，司股のオー|､レースにしたってレース場がある

以上，レースの主催者はコースの管理運営責任がある。

だから操縦上の間違いが何もなくて，コース上の欠陥の

ために事故になったのなら主催者の責任ということにな

る。

壺水:でも，それはﾚｰｽ場という限られたスペース
ー.すよね。

大儀見：第一，主催者がそのスペースの所有権と管理権

を持っている。例えば，レース中にFlの運転上のミス

で死んだって，誰も主催者責任なんか問題にはしない。

主催者責任に問題があるとすれば，その場の管理上の原

因で事故になった場合になる。

それが海の場合，そこの所有権もなければ管理能力すら

ないわけだ。

清水：しかも人工のレース場ではなく，相手は自然だ。

古川：今回の事故の場合，もし主催者責任を問えるの

だったら，当然NORCが指定海難関係人になっていな

ければならないが，そうではない。そこがおかしいと学
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校側は言っているので､すね。

それはそれでも，そんなことは海難審判庁にしたって，

NORCを指定海難関係人の中に入れるということはし

ていないわけて傘しよ。

大儀見：日本海洋技術専門学校側の言い分は終始，レー

スの「主催者」がレース中止の決断をしないから事故が

起きたのて､はないか，という主張だ。

尾島：マスコミも,-lll間司股もそれぞれの角度から解

釈しているけど，本当の意味での視点から判断してくれ

ていない。ということは，ヨシ|､レース自体というか，

その組み立て方や，ヨットレースに参加する人たちの艇

を持つ権利と義務，乗っている人たちの権利と義務など

が，世間の人たちに明確になっていないのである。知っ

ているのは我々と参加する人たちだけだ。

参加する人たちはヨシ|､レースに出る以上，当然ルール

は知っていなければいけない。そして艇を所有している

以上，免許を持ち船の法律もわかっているはず。世の中

の人たちがヨットカ証侍殊だと思うのは．そうした海の上

のきまりを全然理解していないからだも大儀見さんもおっ

しゃっていたが，今はプロダクションポートが簡単に買

える状況だ。そうなると，当然オーナー責任などはもう

ちょっと違う観点から見ていかなければならない。カタ

ログで選んで買えるという状況に環境が変わってしまっ

た以上，法律的なものか，あるいは教育というものて、も

う少し別に（オーナーの責任を）補足していく必要もあ

ろう。
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しかしNORCは船を持っている人が入る協会で，これ

から買おうという人が入る協会ではない。そこでもう一

つ，また別の団体が必要なのか，それとも我々がもう一

歩踏み出して，これから買おうとする人にもアピールし

ていくのか。今のNORCの性格というのは，買う人に

アピールする協会じゃないから，少なくとも帆走を楽し

む司股的なセーラーを対象にすることから始まるのかな？

古川：尾島さんが言っている役を担うものがあるとす

れば,基本的にはオフショアなんだよね｡で､も，オフショ

アを見る読者はNORCの会員で,皆わかっているのじや

ないかな。まあ，会員の家族が見れば良いけれど。

司会：会員に対して，改めてオーナー責任を認識させ

るということだけて談もいいのて､はないかと思うのて醸すけ

ど。

大儀見：会員の認識という問題で今回非常に残念だった

のは，誰のコメントが引用されたのかは分からないが，

「次回のグアムレースは，安全対策上の問題がまだ解決

されていたから延期した」などと新聞に出ていたこと。

NORCとして正論で持っていこうとしても，表に向け

たもう一つの顔が「NORCにも安全責任はあるんだ」

などと言っていたら，それこそ身も蓋もないし，逆に安

全対策上はむしろ後退する。

清水：その人が安全対策の問題といっているのは，実

質的な必要条件やアルゴスなどの装備をルール上の問題

として言っていたのて鵡はないか。

大儀見：1艇l艇の安全管理責任についてはだいたい，

お国の法律の上から言ったって，船主が全責任を持って

いるわけである。だから協会にはないのだというスタン

スを貫かなければならない。ここを暖昧にしたらまずい。

だからこそ，安全検査はやるけれども責任は主催者には

ないと，わざわざ特別規則でも書いてある。備品等に関

する基準は定めるけれども，これはあくまでもレースの

ため。これまで我々は,ORCのスペシャルレギュレー

ションに習ってNORCの安全カテゴリーを作ってきた

が，これらは安全装備の最低条件を規定するためであっ

て，安全を保証するための条件て鮮はない。

尾島：レース上の不公平さをなくすためのルール，と

いうことしか言えないのでは。実際ルールを理解すれ

ばそういうふうになるわけです。オーナー教育っていう

のか，オーナー再教育が必要になろう。

大儀見：基本的には，今のいわゆるベルトコンベア式に

艇が売られるようになったときから，製造責任の問題が

出てきた｡我々はマニュアル作りはできるが,実際オー

ナーの心得というのは艇と一緒についてこなければいけ

ない。船というのは怖いことなんだよ，という心得が。

ホイホイと車かなんか買うのと同じような感じて艇を買

うようになると，これは危険だ。

清水：カタログ販売的な市場になると，お客は不特定
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多数ということになってしまう。それこそ設計を頼んで

建造過程を見たりしながら自分の艇を完成させる，とい

うことにはならない。出来上がった商品を買う……。と

いうことは,PL(製造者責任）か。

大儀見:PLと，その産業の基準それとABSルール

みたいなものがレーテイングルールの一部で現在使われ

ている。だが，レースのための条件を均一にして，レー

ティングルールをフェアにするための基準になっている

ものを，もっと発展基準として詰めていかねばならない。

一種のJISマーク的な，製造基準を要求するという問

題かも知れない。

尾島：実態と法律がマッチングしていないのが現状と

いうことになる。

清水：だから，今のところそのへんの問題の解決の1－
つは，買ったオーナーカ艇のことを勉強し，また運行妄

任が誰にあるのかを知ることだ。しかし，十分ヨットの

ことを分かっているオーナーて､あればそういうことも理

解て､きるだろうが，そうでないオーナーの場合は，そん

なこと言ってわかるものでもない。そのようなオーナー

の言い分としたら，いま話題に出た製造責任といったも

のが出てくることになる。

尾島：オーナーになる前の教育というのは成すべきか

というところか…･･･・

清水：それはやはり，やれるところと言ったらNOR

Cだけになろう。ただ，我々はこれまで団体登録はさせ

ないことにしていた。理由は責任の所在がはっきりしな

いから。特に学校なんかの場合には責任者が学長なのか，

運動部長なのか，学生のそのときのキャフ･テンなのかよ

く分からない。学生なんかだと途中で退部したりという

ケースも出てくる。

ところが今は，若い人たちがオーナーグループで艇を塗
‘

い，名義上，誰かがオーナーとなっている。これも，本

当の責任者は誰なのかということが把握しづらいケース

たも

大儀見：いろいろな意味で，スキッパーとは別に船主責

任を明確にしておくべきだ。スキッパーにはスキッパー

の責任がある，しかし，それ以外にオーナーの責任もあ
るのだ。

古川：今のヨット界を見ると，クゞ アムレースに参加す

る者もいれば，デイ・レースで昼しか乗らい､人たちや

強風が吹いていれば海へ出ない人たちもいる。

そうした状況のなかで，レース全部にわたって（レース

の主催を）問題にするのはいろいろ無理があるのかな，

という気もする。沿岸で昼間乗っている人たちのなかに

は，キールが取れたり転覆したりという事故をほとんど

意識しないでいる場合が少なくないはず。一方，グアム

レースに出るということは，そこまで階段を踏んでやっ

ていかなくてはいけない。もうちょっと，レベルが違う



と思うのだが．．….。

大儀見：だけど，今年の鳥羽レースがいい例で，グアム

レースが特別に厳しいことでもない。海の怖さは基本的

に変わらないと思う。

「夏のお祭りレース」の場でも相当シビアな状況という

のはありえるということ。

今年の鳥羽レースでは,事故といえばディスマストもあっ

たし,SOSも出したりしたが，結果的には人身事故に

つながるところまではいかなかった。しかし，ある意味

て騨はたまたまそこまでいかなかっただけで，司股論とし

て言えば遭難する可能性はいくらだってあったはずだ。

ただ，非常によかったのは，それぞれの艇長が適切な判

断をしてリタイアを決めたということだ。これは本来あ

くべき姿と蔵つたわけで,そうなるとﾏｽｺﾐも｢棄権
るような状況の中でレースを強行したのは問題がある」

なんて誰も言わなくなるだろう。

このよう産無事に済んだことは,ク識アムレースでも頑張っ

た安全管理責任の原則がある程度浸透した結果とは言え

ないだろうか。

古川：まったくおつしやるとおりなのだが，今日私は

海難審判の問題で座談会に出てきたわけではない。現在，

なぜグアムレースが中止になるような状況にヨット界が

なってしまっているのか，ということを話合うつもりで

参加したのだが……。

レースのことを言えば,初島レースでも確かにグアムレー

スみたいなことはあるし，鳥羽レースにしても同様だ。

ただ，そういうことを年月かけて我々は経験を積み，初

めてロンク、レースに出た。

このように経験を積み，「これで大丈夫だ，艇も良い」と

いうことで段階的に大きなレースを目指すような状況に

当らないと，ダｱﾑﾚー ｽの参加は少なくなってしまう。
‐うした経験の積み重ねという場をしっかり持って,1

艇1艇が経験を積んで自信を付けていくような状況にな

らないと，グアムレースの再開はなかなか難しいのでは

ないかと思う。

大儀見：やはりIORの問題なしでは，このことは考え

られない。

古川：特に最近の傾向はね。

大儀見:F1化して行くところまで行ってしまい，今で

はIORは格好だけの外洋ヨットになってしまった。

古川：それもいわゆるオーナー責任ということになる

のかなあ。軽い艇を造ったということはオーナー責任か，

そうすると。

清水：そういうルールにしてしまったというのは，あ

いつもやったんだからこうなった，というおたがい競争

原理の傾向に行つちやったんだ。

大儀見：行き着く所まで行って自滅しちゃったわけでしょ

3,IORというのは。
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古川：ぽちぽちIMSということで，新たな世界が出

来つつあるのかな。

大儀見:IMSとは，単に新しいハンディキャップ。ルー

ルが出来ただけではない。新しいタイプ･の，どんなレー

スだって出られる艇が生まれて来たわけだ。外洋の，例

えば小笠原レースだって出ようと思えば出られる。アコ

モデーションもちゃんとあるし，スタヒずリテイーも別に

悪くはない。そんなに簡単に壊れないし，強風で乗って

いてもブローチンク､しながらのサバイバルレースみたい

なことをやらなくたって走れる。

清水：逆に今ある土俵というのは，過去に比べてすご

く良くなっている。情報も豊富になったしね。条件的に

は昔と比べて揃っている。

大儀見：それでも外洋レースに出てこないというのは，

艇ｶﾐ駄目なんだろうな。

古川：船力獄目なのか，オーナーカ獄目なのかどっち

なんでしょうか。

清水：オーナーだね。

古ノ'|：て､も，,駄目だとは言い切れないんだな。俺は昼

間しか走らない，それしかやらないといったら，それは

それで良いということになるだろう。

大儀見：そこで､一つ問題をきちんと整理した方が良いの

は,IMSだから良いとは言えばいことだ。〈タカ＞もI

MSである。グアムレースの事故全部がIORというな

らこれは話が別だけれども,IMSですら同じ問題があ

るということだ。だからIMSに限らず，艇を選ぶとい

うところから始めなければならない。軽排水量タイプ。の，

スピードが出るような艇を選んで乗るということは，そ

れなりの負の財産も背負っているのだという自覚が必要

だ｡

あるいはディープキールだとスピード感がないし，レー

スにも勝てないからといって敬遠するが，ただし安心し

て乗れますよ，と付け加えなければなるまい。それが，

軽快な艇ということになれば，軽快なりのマイナスの要

素をそこで背負ってますよ，ということになる。

尾島：で､も鳥羽レースのようにあれだけ数が出ている

と，もし何か起きた時に日本だったらまず救助体制力整

わないと思う。ただ，今回の鳥羽レースで感じたことは，

結末としてやはりNORCの会員というのは賢い人が多

かったかなということ。

だから人身事故にならなかったと,そう考えた方が良い

と思う。

清水：これはやはりくマリンマリン>，〈タカ>の教訓が

あるからだ。

尾島：清水さんもさっきおっしゃっていたが，それ以

前の問題の，艇をこれから買おうとか持とうとうかする

人たちの，船主なる責任を教える場，あるいは教える団

体はどこになるのだろうか。



0FFJHOR[

清水：それはやはりNORCの実施しかない。

古川：教える場も良いのだが，このあいだ(写真家の）

添畑氏が｢ファストオ､ツトには300パイ近くが出て，今で

もみんな一生懸命走っているんだ」と言っていた。その

へんなんだよね｡イギリスの連中は誰力教えてくれたの？っ

てことになる。

大儀見：英国と大きく違うのは，オーナーの経験のなさ

だ。良いか悪いかはともかく，イギリスではIORなど

はかなり前から見切りをつけている。IORにそつぼを

向いてチャオ､ル・ハンディキャップ･でやっているわけだ

からね。

日本では,IORじゃなければレース艇じゃないといっ

た型に流れてしまった｡これは我々の反省点だ｡オフショ

アにグランフ。リレースの記録しか載らないみたいな偏り

がこれまで続いてきた。他のクルーザーレーティングだ

とか，もっと背伸びしていない地に足が着いたような人

たちは，十分に吸い上げて来なかった。

尾島：しつこいようだが，オーナーになった人が入る

NORCが，例えばオーナーの事前教育をやるんだとし

たら，委員会を設けてどういうことをやるべきかという

ことをきちんと決めていき，そしてスターl､しないと‘駄

目なのだろう。

大儀見：安全委員会葱どではスキッパーズマニュアルみ

たいなことを色々と考えているのだけれど，それこそ運

輸省に働きかけて，メーカーやディーラーが艇を売ると

きに利用してもらう。現場のセールスマンにしたら，売
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る時は色々なことは言いたくないのだから，それはやは

りメーカーやセールスの段階から考えてもらいたい。

清水：実態を言えば,艇を売ってる営業マンなどは｢走

れるまでは私が面倒みますよ，今だったら置ける場所が

ありますから」などという甘い言葉で売る。そして，実

際にその営業マンが行かないと本当に艇が出ない……。

そのようなオーナーでは，どうしようもないね。

尾島：オーナー事前教育は，そうすると安全対策特別

委員会あたりて鰻助成金をいただいてオーナーズマニュア
ヘ

ルなどを作って，そこからスタートかな。

清水：私は，書物を頼りにするなんてことて鹸はなく，

体て､会得してもらいたいと思う。そして，今日のような

会合などにどんどん参加してもらう。新しく入った人は

必ずどこかて委員会に入るようにして，それて下積みを

しながら情報を収集する。

そんなやり方が良いと思うが。

大儀見：それは言う通りで，安全セミナーなども考えら

れているわけだが，間題なのはオーナーのスキッパー教

育恋んだよ。本当に浅い伝統しかない11本なのだから

O

オーナーというのは違うんだという意識を作らねばなら

ない。特にマスフ。ロで､メーカーがどんどん造ってカタロ

グで買えるような今の時代は，なおさら責任の部分とい

うのが一番手抜きになっている。

尾島：事前にマニュアルを作らないとだめだね。

清水：そういうことをやらないで，計股的には運輸省



なんかの方針に基づいて，マリーナ不足だからマリーナ

をすぐ造りましょうとか，そんなものを一生懸命やって

いるわけだ。マリーナに入って利用する人たちのことな

んて，表面的なことだけしか考えていない。オーナーの

心の準備というか，艇を持つ責任については全然触れら

れていない。

尾島：基本を知ってもらわ唾いといけない。

清水：（売る側は）置き場所がないから艇が売れない，

造ってくれとフ･レッシャーをかける。役所側も，どこど

こがすく、に開放だなんて言う。あれは，今まで見過ごし

ていたというか，黙認していたのを公言しただけなんだ

よ。後で法体制を作るわけでもないし，（特定の場所に）

征匿付を与えるわけではないんだから。

大儀見：自動車となれば欠陥があれば回収してメーカー
一

責任で修理するが，人間にはどうにもならない厳しい

環境の海に出る乗り物を造って，それて商売していると

いうのは，大変なこと。オーナーが自分で造っているわ

けで､はないのだから，何か欠陥が出ても自動車同様それ

はオーナーの責任ということにはならない。メーカーの

製造基準とかABSみたいなものも，レーティングルー

ルのスタンダード化のためのミニマム基準というものか

ら，もっと踏み込んで本当に構造上の強度を求めるとい

うよなところまて鹸持っていかねばなるまい。

清水：ただ，これをいったん狭い意味で日本だけを見

てみると，買手は基礎がないわけだ。同じう。ロタ、クショ

ン艇を売るのにも，イギリスあたりと比較して，お客の

対象が違うと思う。イギリスなどの場合，長い月日を経

て色々な経験を積んできて初めてオーナーになるわけだ

が,日本の場合はへたをすれば一日にしてオーナーになっ

てしまうケースもある。

芸儀見：日本でも，ヨーロッパの設計て癖，ヨーロッパの
‐船所で造った，基本的には同じ艇が走っている。今回

の事故の場合,あの程度の時化が極端に例外的な時化だっ

たとは思えないが，〈タカ＞は沈んだ。もっともフリーク

ウエーブだったので､はないかということは言えるが，そ

れならばフリークウエーブは日本だけでしか起きるわけ

ではない。

清水：最近のプロタ、クション艇，特にアメリカなどの

艇を見ると,水密についてはかなりルーズといえる｡ハッ

チなども，ストレージのハッチなんか開けるとエンジン

ルームまで水が行ってしまうよ。

我々から見るとハッチの部分に該当するのだが，ハッチ

と言っても物入れ程度の感覚なんだ。

大儀見：レギュレーションでは，水密の蓋が付いてない

とだめなんだが。

清水：水密構造と言っても，現在のハッチなどは簡単

な造りになっているよ。パッチンパッチンで止める程度
一デや､典
LC｡○
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古川：どんどん水が入ってきて，そのままドブドブと

行ってしまう……｡水が増えてしまうなら復元なんて待っ

てられない。

清水：ただ，蓋になっているようなタイプ。だったら大

丈夫だろうが……。これからは，水密構造ということに

関して，もう少しシビアになるべきかも知れない。最近

は，ガラスに代わる物として比較的丈夫なアクリル板を

使ったりしているが，かなり大きな面積の窓を持つ艇も

ある。こうした部分の取り付けは，板っぺらの後ろだけ

なのではないか。あんなもので，どう止めるかっていう

感じだ。

尾島：それからヨットレースのルールも法律もマッチ

していないね，現状に。

清水：それと実態とね。

司会：東京湾だけで乗るのだったら，そのような艇で

も良いのて鹸は．…･･･

古川：東京湾といえども荒れることだってあるよ。

清水：日本の場合，確かに諸外国と違うね。天候の変

化が速いから。

大儀見：しかし，イギリスと日本を比較した場合，そん

なに変わらない。

古川：あそこは厳しい所だからね。

清水：イギリスの方がひどいかもわからないよ。

大儀見：ニュージーランド，オーストラリア，それにイ

ギリスは日本と基本的には変わらない。

清水：環境はね。

尾島：ただ少涯〈とも言えるのは，日本のオーナーあ

るいはスキッパー，これは海外並みに責任だとか，義務

と権利，これらを理解しきっているとは言えないと思う。

このへんだけはちょっと遅れている。

ただ,最近の傾向として全世界的に見た場合,法律とヨッ

トレースのルールと実態とのミスマッチは間違いない。

世の中が進みすぎて，法律とルールが追いついていない

というのが魂|犬なのだろう。

大儀見：それと甘えがある。主催者に責任があるなんて

いうことを言ったら，もう甘えている証拠。それに寄っ

掛かってしまっているのだから。

古川：それともう一つは，ク令アムレースを本当に開催

していくことを考えた場合，初島や神子元島，大島など

の外洋レースが不可欠だと思うのだが･･･…。八丈島はな

くなるし，小笠原もなくなってしまった。

ちょっと遠くなると，参加艇がなくなってしまうんだよ

な･大儀見さんはIORのせいだっておっしゃるけど，

それだけでもないように思う。外洋帆走協会の外洋を外

せなんて言っている人もいるけどね。風潮として｡…･･･

大儀見:IORの問題ということもあるが，オーナーの

質がやっぱりね，下がってきている。オーナーも海が怖

いことが分かっているから，外洋レースには出ない。
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スで，クルージンク、・タイプ｡の艇て醸も参加できるような

ものにしようとしたが，いつのまにかグランプリ化して

いったことだと思う。反省点はレースについてだけでは

ないと思うけど，明らか江のは，多様化という流れの中

で色々なオーナーが色々な艇でヨットの遊びができるよ

うにしていかねばならないということだ。

古川：我々にもお手伝いができるのかなあ。

大儀見：最初のところに戻れば良いと思う。皆で集めて，

どういうレースにしたいのかということで，それぞれの

レースを頂点に振り返って考え直せば答えが出る。

清水：前回の沖縄レースがそうだった。

司会：皆さんから色々なご意見が出されましたが，他

に何かございましたらどうぞ。

大儀見：この座談会は，ここで終わりにしないで,今堅
は他の顔触れも入れて続けたら良いと思う。

清水：今日の座談会の後半は，外洋レースそのものの

問題になった。次回は，それこそ外洋レースをやらない，

インショア派の人たちも集めて話をしたら良い。

古ノ|｜：それぞれに言い分があるからね。

大儀見：とにかく，座談会を続けた方がいいと思う｡色々

なことが，グアムレース事故の問題の向こうに見えてく

るだろうから。

古川：レベルが下がってきていることは確かかも知れ

ない。でも，ワントンなどは今，皆て纐－生懸命頑張って

いる。質が下がっているなんていうと彼らに怒られちゃ

うな。

清水：ただ，対象が変わってしまったんだよ，レース

の対象が。

尾島：カテゴリーがね。

古川：だから，多樹こしていっても良いと思う。多様

化の中の’つに,グアムレースのような外洋レースを狙っ

ていけるような刷朝がないとだめ。私らみたいのは，外

洋レースを目指すのがヨットだと教育されたからね。多

様化の中で，こっちがいいとか悪いとかの問題はない。

大儀見：全部一様に，結果としてI0R主体のレースに

なってしまった。だから,IORとは違ったレースが他

にあっても良いわけだ。メルボルン．大阪レースて領やっ

ているような，クルーザー・ディピジョンを必ずヘッド

に置くとか，あるいはクルーザータイプ･の重排水量の艇

が楽しめるような，レースを考えるとか，そういうレー

スをする必要はある。レースというと，すぐや全部IOR

のレースになってしまうような，同じ企画になる。当然

IOR艇が早くフイニッシュして，賞をみんな取ってし

まうから，他の人たちは行き場がなくなってしまう。

だから,グアムレースの本当の悲劇は,最初は手作りレー

フ
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グアムレース事故の民事訴訟について
海難審判とは別に，〈たか>のクルー

遺族が，〈たか＞のオーナーと艇長，

ならびにレース主催者として日本外

洋帆走協会，そして国に対して民事

訴訟を起こした。

以下はその訴伏の要旨である。

訴状の要旨

損害鰡賞請求事件

壷求額234,844,832円
’1告側

事故で死亡したくたか>のクルー，故

高瀬|亘夫氏の遺族，高瀬良夫と同壽

子。

事故で死亡したくたか>のクルー，故

橋本定文氏の遺族，橋本久恵と同雅

之および同侑樹。

事故で死亡したくたか>のクルー，故

武市俊氏の遺族，武市千鶴子。以上

6人。

被告側

〈たか＞の所有者，有限会社サンス

イ（代表者水川富久子)。

事故て叡死亡したくたか＞の艇長，故

水川秀三氏の相続人，水川富久子，

同享与および同竜秀。

＝－スの主催者，社団法人日本外洋
，L走協会(代表者石原慎太郎)。国

（代表者三ケ月章)。

請求の原因

その1被告くたか＞のオーナーと

艇長の責任

くたか＞の所有者，有限会社サン

スイはくたか＞の船の長さを偽り，

「小型船舶」を装って「普通船舶」

の検査を免れた。したがって本来備

えるべき，より堅牢で救命備品もさ

らに充実した「普通船舶用」のライ

フラフトを搭載していなかった。本

来搭載すべきこのラフトがあれば，

クルーは衰弱死することなく救助さ

れたはずである。したがって被告有

限会社サンスイに責任がある。

またくたか＞の艇長はレースリタ

イアのタイミングを逸し，クルーの

安全を十分に確保できないまま危険

なレースを続行した。被告艇長の相

続人は責を負わねばならない。

その2被告日本外洋帆走協会の責

任

日本外洋帆走協会は，当該レース

の主催者である。同協会は当該レー

スの実地要領で「艇とクルーの安全

の確保はオーナーの避けられない責

任て繊あり」といっているが，最終的

な責任は，参加艇のオーナーあるい

は艇長にあるとしても，各参加艇の

艇長がレースを続行するか否かの判

断，事故の発生，拡散を防止するた

めの判断を的確に果たす上で，各参

加艇の艇長が知りえず，主催者であ

る被告協会が知りえた情報について

は，各参加艇の艇長に告知し，さら

にレースの中止，不成立とする措置，

早期の捜査の開始など,事故の発生・

拡大を防止する義務があるといわね

ばならない。しかしながら同協会は，

〈マリンマリン＞の落水事故に代表

される異常葱事故の多発に見舞われ，

海難事故の拡大が予想される状況の

中で，横須賀海上保安部から二度に

渡ってレースの中止を要請されたに

もかかわらず，この要請を拒絶，し

かもこの要請を受けた事実を各参加

艇に告知もせずに，漫然とレースを

続行，本件の事故を発生させた。同

協会の責任は重い。

また同協会が頒布したイーパーブ

は，メーカーの英文説明書には電源

が接続されていないと記されていた

が，同協会が翻訳添付した説明書は

バッテリーおよび作動試駒斉みと唾

っていた。この不正確で誤解を生み

やすい説明のために，〈たか>のクル

ーはイーパーブを作動させることが

できなかった。明解な指示を与えな

かった被告の同協会は，この点でも

責任を免れない。

その3被告国の責任

〈たか＞の捜査にあたった海上自

衛隊と海上保安庁は選隻に不備があ

り，1992年1月9日に海上保安庁

が，捜索担当した海域に空白を生じ，

この海域を漂流していたくたか＞の

ライフラフトは発見されなかった。

また海上保安庁のYS-11機は，人命

救助のための広範囲の海域を捜索可

能なレーダーを搭載していなく，捜

査は目視に依存していた。したがっ

てラフトの至近まで接近したのにも

かかわらず，ラフトを発見できなか

った国は，責任がある。

さらにラフトの法定備品であるレー

ダー反射板は，対船用のもので，航

空機のレーダーで感知可能な性能を

要求されていない。このような実際

上効果のない備品を法定備品として

おいた不備も重大である。この点て、

も国は責任は免れない。

原告側の損害

1991年12月29日にくたか＞が沈没

してからラフトは十数日に渡って漂

流，この間，クルーは被告らの行為

によって，ほとんど満足な食事も暖

も得られないまま衰弱死した。その

精神的苦痛は察するに余りある。し

たがってそれぞれの逸失利益および

慰謝料は下記の金額が相当である。

原告高瀬良夫，同壽子

総計額70,013,986円

（慰謝料3,000万円，弁護士費用

600万円を含む）

原告橋本久恵，同雅之，同侑樹

総計額112,927,241円

（慰謝料3,000万円，弁護士費用

1,000万円を含む）

原告武市千鶴子（相続分1／2）

＃濡十額51,903,605円

（慰謝料1,500万円，弁護士費用

400万円を含む）
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●第20回瀬戸内海汽船(SKK)カップ成績表
IMSクラス参加艇数：3 12カイミロア 12 39.00011 9

総合

順位

第1ﾚーｽ|第2ﾚーｽ|第3ﾚーｽ
順位|順位|順位

合
位

シンシア 15 10 10 40.00012
‘艇名‘ 総得点

アルゴノー|、 40.500７ 14 1312

リベルテエスクプレス’11 1 ３ 6.000 マリオエスフ｡レッソ 14 41.0001q
▲』 714

波夢波夢２ ３ 2 6．1251 う。リマドンナ 42.5009
1戸

10 14 15

ポイジャー5３ ２ ２３ 8.000 神風エクスフ。レス 16 DNS 60.50016
1戸

LO

う。レイポーヤーズ DNC DNCDNC
CRAクラス参加艇数：17

BWクラス参加艇数：28

縫名｜穂|徹|穂|総得＊
総合

順位
占

Ａ
口
位

総
順

名
第ﾙーｽ|第2ﾚーｽ
順位|順位

艇

岨
1．87（

MARIO１ 11217.7504

BeFreell 11 1２ MIMI ２ 5 ］ 8.125

２ SPICA ２ 5.00023 ADVANTAGE ３ ３ 11.5004

パジェナ 6 12.0003 ３SUMMERMYIII4 1 2 6 11.750

サテンドール4 11 2 14.000パイドパイパー
戸

ひ RET ３ 27.0004

5 WING 4 ７ 14.500スピリットオブヒロシマ6 8 27．0007 8

安芸VⅢ6 10
1J 19.0004セカンドラフ7

‘ 13 9 5 29.500

７ TAIKO 14 5 21.5008 KIRAUEA ９ 6 31.50011

8 FAIRWIND 6 11 22.500COSMOS79 10 14 ７ 34.500

9 AKI-III 10 24.000国士無双 ９10 ６ 13 12 37.000

10 REDTUXEDO ７ 13 26.50011
人エ DIMPLE ７ 13 37.50011

11 MARY-III 16 28.00081ワ
エ色 GRANDAYA 15 8 10 38．000

きねきれⅥ12 16 29.000５ブルーエンシェル1I1
，甲

13 ５ 12 38.00014

ラフ｡ソディ・上、バーチェ13 17 35.0001214 ロブスター 11 15 9 39．500

ロータス14 8 36.5001915 TOMBOY 14 10
1信

_10 46．500

ペパーミント15 19 40.0001416 シル'バークロー 12 DNS 17 55.500
‐

トリトン卑弥呼 16 15 17 40.50(17 16 16 16 56.000

17 CRYSTAL
10
1ム 19 40．500

CRBクラス参加艇数：17
アマノジャク18 DNC 43．5009

序呂乾弓子

艇 名 駕|閲|穂|総得”
総合

順位

サザンクロスV19 18 18 45.000占
Jbb,

BARRACUDAII20 20 21 51．500

サンタイエロー１ ３ 1 114－875
21 か一づ DNC 15 52.500

2 NENE 1 2 5.7502
22 WISH 10 DNC 55.000

0
J セレナーデ ６ ３３ 13．500 ポアソンII23 DNF 25 59.500

ノラ4 ２ ６ 4 14.000
くぷくぷ524 DNC 63.000ワワ

ム倉

ブルーダイヤモンドⅡ1５ 5 4 5 16.500
25 DNC 23 64.500フノレームーン

スキンヘッス6 8 6 28.00011
26 DNC 24う．ロ－ 66.000

７ KIKILALA 11 5 8 28.000
飛鶴 DNC DNC

ホワイトホース8 ９ 13 ７ 32.500
MAHORO DNC DNC

海星丸9 4 8 15 34．500
＊第1～第2レースの得点は,1位=0.7521劃ﾒ降＝順位と同じ数字が
得点｡DNF,DNS,RETは完走艇数プラス2が得点｡DNCは参加艇数
プラス2が得点｡第3レース(BWクラスは第2レース)の得点はその'.5倍。

10 VISCOUNT ９ 12 11 37.500
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レース日程(予定）
レーティングリミット

4月29日第1レースインショア|OR1B.50～25.99ft

CRB.50～9.00m未満30日第2、第3レースインシヨア

|MSGPHB20/M以上(かつLOA40ft未満)5月1日第4、第5レースインシヨア
以上の条件を満たす艇(IMS､92年バージョン）

|MSレーサーのCRバージョンへの参加はおことわりします。3日第6レースシヨートデイスタンス

関東ミドルボートオーナーズクラブ会員募集中

申し込みは､関東ミドルボートオーナーズクラブ事務局

〒110東京都台東区東上野2-11-2STYビル2F佐藤歯科医院内佐藤文昭TEL･FAXO3(3835)8172

1994年版カレンダー頒布
オールカラー7枚綴り2,000円(送料･税込）

申込は現金書留で〒'05東京都港区虎ノ門|-||-2NORCカレンダー係まで。
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西内海シリーズヨットレース1993

第20回SKKカッブヨツトレ画ス
レポート／西内海支部西啓写真／西内海支部

今から20年前の1974年の11月，倉シリーズは,11月20日･21日の両

橋島の重極に14艇のヨットが集まり「I,H本三景“安芸の宮島”南東沖

始まった，『瀬戸内海汽船(SKK)でのオリンピックコース2本と，宮

カップ｡」は，今回で20回目を迎えま島を1周する島回りコース1本の計

した。今回のSKKカップ｡は，西内3レースで構成され,IMS,CR

海支部では初の試みとしての『1M(A･Bの2クラス),BWの3クラ

Sクラス」を設けてのレースとなり，スに，西内海支部の各フリー|､を中

新しい時代への第一歩を踏み出すし心に，近畿北陸支部内海支部，玄海

一スとなりました。支部からもエントリーがあり，65艇支部からもエントリーがあり，65艇

(IMSクラス3艇,CR-Aクラ

ス17艇,CR-Bクラス17艇,BW

クラス28艇）の出走となりました。

20Hの第1レースは，北北東の凪

フェ'ノー船上で行われたレセプション

5～6mの中,9:00にIMSクラスが

スタートし,以後,CR-A,CR-

Bの各クラスが，これまた西内海支

部初の5分間隔で順次スタートしま

藤川龍生

した。次第に風が落ちてくる中“・へ
ベルテエクスフ。レス”が他の艇を

大きく引き離しフィニッシュしまし

た。

続く第2レースも，北北東の風5

~6mという条件のもと，予定どお

り13:00にIMSクラスがスタート

し，以後CR-A,CR-B,BW

の各クラスがリコールもなく順調に

スタートしました。風が良かったた

めか"MARIO""リベルテエクス

フ。レス","SUMMERBOYIII"等

の大型艇がレースをリードする結果

となりました。

第2レース終了後，次々に上陸す

るクルーを持ち構えるのは,｢SK

KCUPj名物立ち食いうどん。マリ



23 of応"脈f

』
』

、

1 jl

』

ー

琴。’

蕊
菫肇一

孝
琴
一
室
一
．
一
塁
幸

が"リベルテエクスう。レス",CR-

Aクラスの優勝は"MARIO",CR-

Bクラスの優勝は“サンタイエロ

ー”という結果になり，優勝はすべ

て遠来艇という，地元として残念な

結果となりました。また,BWクラ

スの優勝は前回優勝の"BeFreell"

という結果になりました。

阪田レース委員長によると「遠来

艇のクルーワークの良さが目を引い

た。今回初めて,IMSクラスを設

けたが3艇でのレースとなったのが

残念であった。今後IMSの艇も多

くなることが予想されるので，次回

はこのクラスに多数の艇の参加を期

待したい」とのことであった。

R-A,CR-B,BWの各クラス

がスタートしたものの，風が弱い上

に，宮島瀬戸の潮が強く，各艇とも

スタートラインを離れるのにかなり

の時間を費やしたようで，陸上から

は，いつまで､も同じ所にいるように

見えました。｜､ツフ。グループ。が阿田

多島沖のマークを回航する頃には，

前線通過による突然の豪雨と突風に

ブローチング艇が相次ぎ，スピンを

破るなどトラブルが続出したようてゞ

す。その後，風は6～7mと落ち着

いたものの，狭く浅い大野瀬戸での

事故を憂慮したものか，コース短縮

で可部島フィニッシュとなりました。

このレースでは,‘‘リベルテエクス

フ･レス","MARIO","サンタイエ

ロー",“安芸VⅢ"が各クラスのフアー

ンテクノのかわいい／女子学生が，

冷たい雨に打たれたクルー達に，熱

い熱いうどんを次々サービスします。

冷えた体を，芯から暖めたクルーた

ちは，なぜか優しく，おとなしくな

ります？

′回列のSKKパーティは，包ケ浦

博橋とﾌｪﾘーポーﾄを一体とした
』殻会場で行われ，雨模様にもかか

わらず約400名の熱気のなか盛大に始

まりました。今回は20周年記念とし

て，第1回から第19回までのレース

の様子をスライドてW｣三映したところ，

会場のあちらこちらから歓声が上が

っていました。

翌日の21日は，早朝から雨が降り

続き,スタート時刻の8:00頃には風も

なく，雨の中の風待ちとなりました。

北西の風1～2mとなった8:50にI

MSクラスがスタートし，以後,C

今月の表紙：今年て翻2()l''l目を迎えたSK

Kカップ･には，今''1|からIMSクラスも

加わり総勢65艇が参加。2R間のll稗てﾞ

却減が展開された。（写真／藤川能雄）

ストホーマーとなりました。

総合成績は,IMSクラスの倒券

OFFSHORE"220り｡平成5年121115II発行

"jjlII'115II発行

llｲ仰1152年7月2111輔言椰郵使物認111

1部定価300111(血|；送料46111)

発行社l､jl法人l1本外洋帆走協会

4Ui(Wli港lﾒ虎ノ門1-11-2("2船舶振興ビル5階）

ffi';!吋．＃(ji(()3(3504)1911～3〒l()5
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●
ハーケンジブリーフイング&ファーリングはコクビツトから簡

単にセイルを縮められるシステムで魂しかもスムーズな
回転や､強度を備えていま魂通常のリーフイングシステ
ムではリーフィングするごとにセイルが深くなり過ぎ､帆走
性能に悪影響をおよぼしていますが､ハーケン・ジブリー

フィンク通フアーリングｼｽﾃﾑは､二れらのすべてを解決

していま魂（通常はリーフイング時､スプリットドラムと上

部ピンが回転するのみでヘッドステイ中心部が強く巻き取

れませんが鼬ハーケンはヘツドステイ(フォイル)中心部が
ドラムとピンよりも速く回転し始め､ドラムとピンが遅れて

回転するため美しく均一に巻け､ファーリングしてもセイル
が深くなる心配がありません｡）

’1993ジブファーラー債格表

cﾓデルuNIT-2.5(36～46ﾌｨー ﾄの中型艇）

¥210.000ビンーピン18.4mまで

UNIT-0(20～29ﾌｨー ﾄの小型艇）

Sビﾝｰピﾝ9.5mまで
Cモデル

￥5銘,000
※40～印ﾌｨｰﾄの中型艇でロッドステイー22の艇

UNIT-3(44～70ﾌｨｰﾄの大型艇）Cモデル

ビンービン20.0mまで¥787.駒0

●艇の長さだけがｼｽﾃﾑを週ぶ基準ではありませんから注意してくださ

い,ﾍｯドｽﾃｲの海径･全長によってユニット胆が変わりま式

●ワイヤーのみスウエージ加工･ファーラー取付工事･ﾚｰｼﾝダドラム仕

様は別途料金で魂

UNlT-1(28～37ﾌｨー ﾄの小型艇）

Sビンーピン11.8mまで

UNIT-1.5(35～銘ﾌｨー ﾄの小型l

ビンーピン14.2mまで

喪35～38フィートの小型艇でヘッ’

Cモデル

￥3肥.000で 型唾） イン

,ツド小型艇）

デヘッドステイが8mmの

Cモデル

￥373.0〔

０
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艇

UNlT-2(36～46ﾌｨー ﾄの中

Sビンーピン16.2mまで

型艇）

で

ハーケンジブリーフィンク＆ファーリングシステムはフッド･スターンの特許のもとに製造されていま京

●BOATSHOES
世界の卜･ﾉﾌｾー ﾗー のﾉｳﾊｳから出生したrHs-2/Hs-1」

水分､塩分､紫外線を考慮した索材、技術と卯ものハターン

から厳選されたデサインは本物のホートシューズです軽く、

通気性に優れた敞網気穴のｽｪｰﾄｼｪﾙに加え､Lyca採用

のボディは速乾性を配慮し、また3ハターンのトライラジアル、

ﾌﾟﾗｽW､E､Tク．ﾙｰﾌのボﾄﾑは水はけの良さとポｰﾄシュ

ーズの命とも云えるノンスリッフ禍追であらゆる状況下'二対応

しています海のギアを代裏するHARKENの海のノウハウと、

フ･ﾉﾄｳｪｱを代表するSanCOny②ﾊｲﾃｸﾉﾛジー が､次世

代のボートシュースを完成させました
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